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公金の無駄使いを廃する入札制度改革・健康立村に

向けた村民の健康管理と医療費増加に対する改善策

及び児童・生徒の通学路の安全対策について
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◆
公
金
の
無
駄
使
い
を
廃
す
る
入

札
制
度
改
革
（
随
意
契
約
を
含
む
）

に
つ
い
て

回
昨
年
、
平
成
2
7
年
度
の
競
争
入

札
に
よ
る
工
事
請
負
件
数
は
1
1

件
で
、
総
額
は
税
抜
き
で
4
億
6
、

1
6
0
万
円
で
あ
っ
た
。
村
が
設
定

し
た
予
定
価
格
を
落
札
価
格
と
比
較

し
た
場
合
、
い
わ
ゆ
る
落
札
率
の
平

均
は
甲
8
％
と
い
う
他
に
比
類
の

な
い
高
落
札
率
で
あ
る
。
中
で
一
番
低

い
も
の
は
甲
0
％
、
ま
た
、
一
彗
同
い

落
札
率
は
紅
富
士
の
湯
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
で
、
3
億
円
を
超
す
工
事
費

が
甲
8
％
と
、
ほ
ぼ
1
0
0
％
で
落

札
さ
れ
て
い
る
。
全
く
世
間
に
恥
ず

か
し
い
限
り
で
あ
り
、
納
税
者
、
村
民

が
、
工
事
金
額
、
落
札
業
者
甲
8
％

の
高
落
札
率
の
実
態
を
知
っ
た
な
ら

ば
、
恐
ら
く
怒
り
狂
う
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
工
事
請
負
額
の
さ
ら
に
数

倍
に
な
る
委
託
費
や
物
品
購
入
の
契

約
内
容
は
、
複
数
社
に
よ
る
競
争
入

札
で
な
く
、
随
意
契
約
で
行
わ
れ
相

見
積
の
な
い
も
の
も
多
い
。
添
付
し

て
あ
る
理
由
書
も
形
式
的
文
言
で

あ
り
、
明
ら
か
に
財
務
規
則
に
違
反

し
て
い
る
。
公
金
支
出
執
行
の
最
高

責
任
者
で
あ
る
村
長
は
、
自
治
法
第

2
条
や
財
務
規
則
に
違
反
し
て
い
る

事
実
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
ど
の

よ
う
に
改
善
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

改
革
姿
勢
の
明
確
な
回
答
を
求
め
る
。

定
価
格
の
事
前
公
表
を
行
っ
て
い
る
。

予
定
価
格
の
事
前
公
表
に
つ
い
て

は
、
法
令
上
の
制
約
が
な
い
こ
と
か

ら
、
今
後
、
村
と
し
て
予
定
価
格
の
公

表
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り
た
い
。

随
意
契
約
に
つ
い
て
は
、
契
約
担

当
課
を
中
心
に
、
財
務
規
則
に
の
っ
と

り
事
務
事
業
を
遂
行
し
て
い
る
。
し

か
し
、
樋
口
議
員
か
ら
指
摘
の
あ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
十
分
理
解
し
、

随
意
契
約
理
由
の
検
証
、
見
積
り
比

較
を
さ
ら
に
徹
底
し
て
参
り
た
い
。

因
指
摘
し
た
本
村
の
工
事
請
負
平

均
落
札
率
が
甲
8
％
と
い
う
高
と

ま
り
の
事
実
を
、
村
長
は
異
常
だ
と

感
じ
て
い
る
の
か
否
か
。
異
常
で
あ

れ
ば
、
と
こ
に
原
因
が
あ
る
の
か
。
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
く

の
か
を
回
答
す
べ
き
で
あ
る
。
も
し

落
札
率
を
長
野
県
並
に
目
指
せ
ば
、

1
0
％
カ
ッ
ト
で
き
、
全
体
で
約
2
億
円

以
上
の
税
金
の
節
約
が
見
込
ま
れ
た
。

塩
素
水
増
し
事
件
で
発
生
し
た

2
億
5
、
0
0
0
万
円
の
損
失
の
ご

く
一
部
を
補
填
す
る
名
目
で
村
長
の
給

与
を
減
額
し
た
り
、
ま
た
、
職
員
に
不

当
な
負
担
を
促
す
の
で
は
な
く
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
入
札
体
制
の
抜
本
的
な

改
革
を
行
い
、
厳
格
な
運
用
を
行
う
こ

と
こ
そ
、
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

み
ず
か
ら
襟
を
正
す
と
宣
言
さ
れ
た

村
長
の
明
確
な
回
答
を
求
め
る
。

1
ヽ

受
け
止
め
、
検
証
に
入
っ
て
参
り
た
い
。

◆
健
康
立
村
に
向
け
た
村
民
の
健

康
管
理
と
医
療
費
増
加
に
対
す
る

改
善
策
に
つ
い
て

回
村
民
が
健
康
で
実
の
あ
る
人
生

を
な
る
へ
く
長
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
村
に
す
る
こ
と
こ
そ
、
健
康
立

村
の
基
本
で
あ
る
べ
き
だ
。
病
気
治

療
に
お
金
が
か
か
る
の
は
や
む
を
得

な
い
と
す
る
の
で
は
な
く
、
夕
張
市

や
大
牟
田
市
の
事
例
に
学
び
一
歩
進

ん
で
、
村
の
財
政
負
担
の
軽
減
と
、
村

民
が
健
康
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

施
策
を
立
案
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

村
長
の
見
解
を
伺
う
。

村
長
　
高
村
文
教

村
で
は
現
在
、
入
札
公
告
の
際
、
予

村
長
　
高
村
文
教

入
札
関
係
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ

な
ご
指
摘
、
ま
た
、
進
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
う
い
う
も
の
を
謙
虚
に

村
長
　
高
村
文
教

乳
幼
児
期
に
お
い
て
は
、
乳
幼
児

検
診
時
の
個
別
指
導
の
中
で
減
塩
等

の
食
育
指
導
を
実
施
し
、
ま
た
、
学
童

期
に
お
い
て
は
、
学
校
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
食
育
指
導
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
壮
年
期
の
健

康
つ
く
り
に
つ
い
て
は
、
特
定
検
診

の
受
診
率
は
4
0
％
で
あ
り
、
受
診
率

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
対
象
者
へ

の
受
診
勧
奨
の
徹
底
、
ま
た
、
受
診
し

や
す
く
す
る
工
夫
と
し
て
、
受
診
日

を
ふ
や
す
な
ど
の
努
力
を
し
て
参
り
、

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
運
動
教
室
の

実
施
や
後
期
高
齢
者
健
診
の
実
施
に

よ
り
、
循
環
器
疾
患
へ
の
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。

◆
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
の
安
全

対
策
に
つ
い
て

回
当
村
の
通
学
路
の
一
部
を
視
察
し

て
み
た
が
、
通
学
路
で
あ
り
な
が
ら
、

車
両
と
接
触
す
る
危
険
な
場
所
も

多
く
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
歩
道
が
設
置

さ
れ
て
い
て
も
、
歩
道
が
雑
草
に
覆

わ
れ
て
、
か
え
っ
て
足
元
が
危
な
い
箇

所
も
あ
っ
た
。

昨
今
は
、
保
護
者
に
よ
る
車
の
送

り
迎
え
も
多
い
が
、
基
本
は
村
内
を

徒
歩
通
学
と
し
、
途
中
で
地
域
の
出

来
事
を
発
見
し
た
り
、
地
域
の
人
々

と
の
温
か
い
交
流
や
、
ま
た
、
観
光
客

と
の
気
軽
な
交
流
を
通
し
、
生
き
た

社
会
学
習
の
機
会
を
多
く
し
て
ほ
し

い
と
思
う
。
交
通
教
育
で
は
右
側
通

行
だ
が
、
村
内
の
狭
い
道
路
で
も
、
片

側
で
も
よ
い
か
ら
路
側
帯
等
を
設
け
、

村
の
宝
で
あ
る
児
童
・
生
徒
が
毎
日

安
心
し
て
通
え
る
通
学
路
の
確
保
を

提
案
す
る
が
、
現
状
認
識
と
改
善
策

を
伺
う
。

村
長
　
高
村
文
教

平
成
2
7
年
度
に
策
定
さ
れ
た
村

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
き
、
国
・
県
・
警
察
と
連
携
を
図
り
、

児
童
・
生
徒
が
安
全
に
通
学
で
き
る

よ
う
に
通
学
路
の
安
全
確
保
を
進
め

て
き
た
。
村
内
全
域
を
1
年
に
1
回
、

合
同
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に
通

学
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
合

同
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
対

策
実
施
の
効
果
把
握
も
行
い
、
対
策

の
改
善
・
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。


